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焦らず地道に、日韓交流に尽力したい。
From Seoul

遠くて近い、ムーミン谷で暮らす人々。
From He ls ink i

ウルオフィスは、2011年に設

置されました。韓国での情報

収集と提供、並びに同窓生や大学

間交流協定校等との交流を通じ、留

学生や研究者交流の促進に資するこ

とを目的としています。

　優秀な韓国の留学生を獲得すること

が主な業務ですが、簡単な仕事では

ありません。韓国の高校は一般高校

のほか、理系は「科学高校」、文系

は「外国語高校」があり、それぞれ

エリート高校生を育成しています。彼

らの大半は、SKY大学と呼ばれるソウ

ル大学（Ｓ）を頂点に、高麗大学（Ｋ）、

延世大学（Ｙ）に進学します。留学を考

える学生には、欧米諸国を優先する

傾向があり、日本はその次の選択肢と

なっています。このような状況に加

え、東日本大震災の発生、歴史問題

などの浮上により、リクルート活動は

困難を増してしまいます。

　こういった局面を打開するため、優

良大学と交流協定を締結し、協定校

を増やすことで学生交流を盛んに

行っています。また、日本学生支援

機構（JASSO）が主催する留学フェ

アに積極的に参加したり、オフィス独

自の留学相談会を開いたりして、優

秀な学生の獲得に精力を傾けていま

す。さらに、学内の各部局と連携し

て、韓国の大学キャンパスで「北海

道大学交流デー」を実施し、北海道

大学の知名度向上に努めています。

　2015年度からは新たに「現代日本

学プログラム」がスタートします。そ

れに伴い、今後のリクルート対象は

大学生のみならず高校生まで拡大す

るため、オフィスの業務内容は増え

ることになりますが、やりがいのある

仕事であると思っています。ただし、

国際交流は百年の大計です。焦らず

地道に進めていくことが大切です。

　私個人としては、３月末で所長の

任務を終えますが、国際化とは何

か、世界に通用する人材をどう育成

するか等について考える機会を持ち、

良い経験となりました。４月以降は

教育と研究に専念します。この３年

間の経験を活かし、韓国からの留学

生を交えたアジア研究の場で頑張り

たいと思います。

ソ

25 24

!"##"$%&'$()&*+$(*,海外オフィス便り

北海道大学ではスラブ研究センター※に所属し、ロシ
ア経済を中心に研究しています。ヘルシンキからサン
クトペテルブルグまでは、高速列車で３時間半足らず、
ヘルシンキはロシア研究にとっても便利な場所です。

Shinichiro Tabata

フィンランド／ヘルシンキオフィス所長

田畑 伸一郎

ルシンキオフィスは、2012年

に開設されました。教職員や

学生が、ヨーロッパとの交流をいっ

そう進めるための活動を行っていま

す。ヘルシンキは、飛行機で日本

からヨーロッパに行く際の入口に位

置する、バルト海に面した美しい街

です。オフィスの窓から見上げる

と、街の中心に位置する白亜の大聖

堂が目に入ります。

　将来、海外留学を希望する学生19

名が、昨年８月に「ファースト・ス

テップ・プログラム（FSP）」に参加

し、ヘルシンキに１週間滞在しまし

た。その間、大学間交流協定校のヘ

ルシンキ大学やアールト大学を訪問

しました。アールト大学の名前は、

世界的な建築家、アルヴァ・アールト

に由来します。ヘルシンキは、マリ

メッコや北欧食器で有名なアラビアを

はじめとして、デザインでも有名な街

です。学生たちは、この後ミュンヘ

ンにも１週間滞在し、ミュンヘン大学

やミュンヘン工科大学を訪れました。

　フィンランド人はアジア系の民族

で、フィンランド語はアジア系の言

語です。治安が良く、社会保障が充

実しているために人々がゆったりと

した生活を送っている感じがします。

まさに、ムーミン谷のイメージです

ね。フィンランド人とは、「日本と

フィンランドは隣国なんだよ。間に１

つしか国がないのだから」という

ジョークをよく交わします。間にある

国は少々大きいのですが。そのため

もあって、日本、特に北海道とフィ

ンランドの間には共通点が多くあり、

それがフィンランドの大学との共同研

究のテーマとなっています。例えば、

北方圏あるいは寒冷地域の環境、農

業、林業などに関して、セミナー、

シンポジウムを開催してきました。

　ヘルシンキオフィスができてか

ら、北欧やバルト諸国、さらにドイ

ツやロシアとの学術交流がますます

盛んになっています。北海道大学と

ヨーロッパの大学との懸け橋になれ

るよう日々努めています。

ヘ

１. ヘルシンキ大聖堂
２. アールト大学のラボラトリーで説明を聞く学生
３. オフィスを訪れた学生
４. ヘルシンキ大学でのセミナー

1. 「日韓プログラム留学推進フェア」に参加（ソウル）
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1

2

34

北海道大学大学院農学研究院准教授。農業経済学、
主に比較の視点からフィールドワークに基づき、東ア
ジア（日中韓台）の農業・農村問題を研究しています。

Paku Ko

韓国／ソウルオフィス所長

朴 紅

1

※2014年４月から「スラブ・ユーラシア研究センター」に名称変更。
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ク
ラ
ー
ク
、
別
離
の
辞

“
B
e A
m
bitiou

s”

―

　

彼
﹇
ク
ラ
ー
ク
﹈悠
々
と
し
て
再
び
馬
に

跨
り
、学
生
を
顧
み
て
叫
ん
で
曰
く
、『
小
供

等
よ
、此
老
人
の
如
く
大
望
に
あ
れ
』（B

oys, 

be am
bitions like this old m

an.

）と
、

一
鞭
を
加
へ
塵
埃
を
蹶
て
去
り
ぬ
。

　
一
八
七
七
年
四
月
十
六
日
、
北
海
道
大

学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
教
頭
を
離
任

す
る
Ｗ・Ｓ・
ク
ラ
ー
ク
を
、
教
え
子
の
第

一
期
生
が
島
松
ま
で
見
送
っ
た
。
引
用
は
、

そ
の
別
離
の
場
面
を
最
初
に
描
写
し
た
、
札

幌
農
学
校
予
科
生
で
あ
る
安
東
幾
三
郎
「
ウ

イ
リ
ヤ
ム
、
ク
ラ
ー
ク
」（『
蕙
林
』
第
十
三

号
、
一
八
九
四
年
）
の
一
節
で
あ
る
。
少
々

芝
居
掛
か
っ
て
お
り
、“ am

bitious”

で
は

な
く“ am

bitions”

で
あ
っ
た
り
、“ like 

this old m
an”

の
一
節
が
続
い
て
い
た
り

す
る
。“ Be A

m
bitious”

エ
ピ
ソ
ー
ド
の

原
初
形
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
ク
ラ
ー
ク
が
実
際
に
こ
の
言
葉
を
発

し
た
か
、
後
に
続
く
言
葉
が
あ
っ
た
か
、
野

心
・
野
望
と
い
っ
た
否
定
的
な
含
意
の
あ
る

“ am
bitious”

の
語
を
用
い
た
真
意
な
ど
、

現
在
も
議
論
が
絶
え
な
い
。

開
校
式
で
の
ク
ラ
ー
ク
の
演
説
、

“
L
ofty A

m
bition

”

　
冒
頭
の
別
離
の
場
面
か
ら
遡
る
こ
と

ク
ラ
ー
ク
が
札
幌
農
学
校
に

残
し
た
も
の

　
ク
ラ
ー
ク
が
札
幌
農
学
校
で
示
し
た
教

育
方
針
と
姿
勢
は
、
実
に
目
新
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
第
一
期
生
の
佐
藤
昌
介
は
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。

―

　

農
学
を
や
っ
て
実
地
に
農
場
の
経
営
も

や
り
、
作
物
の
栽
培
も
や
る
。
併
し
な
が
ら

同
時
に
文
学
を
や
っ
て
思
想
を
練
ら
う
、
経

済
を
や
っ
て
国
家
の
経
済
を
計
り
、
歴
史
を

や
っ
て
永
世
の
人
物
に
接
し
、
そ
の
人
格
に

憧
憬
を
以
て
自
分
の
人
格
を
練
る
と
い
ふ
人

格
教
育
が
我
々
を
鍛
へ
て
呉
れ
た
。

―

﹇
ク
ラ
ー
ク
は
﹈
閑
が
あ
れ
ば
一
緒
に
山

で
も
川
で
も
出
掛
け
て
、
そ
の
間
に
感
化
を

及
ぼ
し
て
行
く
。
単
に
講
義
を
す
る
だ
け
が

先
生
の
役
目
で
な
く
、
人
物
に
接
し
て
親
し

く
感
化
を
及
ぼ
す
と
い
ふ
の
が
先
生
の
教
育

八
ヵ
月
前
、
一
八
七
六
年
八
月
十
四
日
、

札
幌
農
学
校
開
校
式
で
、
教
頭
に
就
任

し
た
ク
ラ
ー
ク
は
演
説
を
行
い
、
日
本
が

近
代
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
こ
と
に
触

れ
、“ Lofty A

m
bition”

と
い
う
語
を

用
い
て
入
学
生
た
ち
に
次
の
よ
う
に
呼
び

掛
け
た
。

―

　

長
年
、
東
洋
に
暗
雲
の
よ
う
に
立
ち

籠
め
て
い
た
階
級
制
度
と
因
習
の
圧
制
か

ら
の
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
解
放
は
、
教
育

を
受
け
る
あ
ら
ゆ
る
学
生
の
胸
中
に
、
高

邁
な
野
心
（L

o
fty A

m
b
itio
n

）
を
呼

び
覚
ま
さ
ず
に
は
置
か
な
い
だ
ろ
う
。
若

い
紳
士
諸
君
、
諸
君
の
故
国
は
最
も
誠
実

で
有
用
な
諸
君
の
力
を
強
く
必
要
と
し
て

い
る
。
諸
君
は
、
労
働
と
信
頼
と
そ
れ
に

伴
う
栄
誉
に
お
い
て
、
最
高
の
地
位
を
得

る
覚
悟
を
す
る
よ
う
努
力
し
な
さ
い
。

　
都
市
建
設
か
ら
十
年
足
ら
ず
、
人
口

数
千
人
の
札
幌
に
、
最
新
の
西
洋
科
学

を
外
国
人
が
教
授
す
る
高
等
教
育
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
自
体
が
野
心
的
な
試

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
札
幌

農
学
校
の
教
育
体
制
を
創
起
す
る
任
を

引
き
受
け
た
ク
ラ
ー
ク
を
突
き
動
か
し

た
の
も“ Lofty A
m
bition”

で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
入
学
生

た
ち
に
も
ま
た
、
若
者
ら
し
い
向
日
性

と
向
上
心
に
満
ち
た
挑
戦
を
促
し
た
の

で
あ
る
。

法
で
、
生
徒
に
『
話
し
に
来
い
来
い
』
と
言

う
て
引
張
っ
て
行
く
の
で
我
々
は
知
ら
ず
識

ら
ず
に
引
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

“
B
e A
m
bitiou

s”

と
は

　
開
校
式
演
説
で
掲
げ
た“ L

o
fty

 

A
m
bition”

や
、札
幌
農
学
校
で
ク
ラ
ー
ク

が
果
た
し
た
役
割
、彼
の
教
え
子
た
ち
へ
の

接
し
方
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、ク
ラ
ー
ク

が
、教
え
子
た
ち
と
身
近
に
接
す
る
な
か
で

折
に
触
れ
、“ am

b
itio

u
s”

な
い
し

“ am
bition”

の
語
を
用
い
て
語
り
掛
け
て

い
た
と
考
え
て
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は

な
い
だ
ろ
う
。“ B

e A
m
bitious”

は
、ク

ラ
ー
ク
が
、教
え
子
た
ち
に
与
え
た
深
厚
な

感
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
端
的
に
私
た
ち
に
伝

え
て
く
れ
る
言
辞
で
あ
り
、八
ヵ
月
の
短
期

間
に
札
幌
農
学
校
に
刻
み
込
ん
だ
鮮
烈
な

印
象
の
証
跡
で
あ
る
。

「教育を受けるあらゆる学生の胸中に、高邁な     野心（Lofty Ambition）を呼び覚まさずには置かないだろう。」

“ B e  A m b i t i o u s ”

SCENE-1

1876-1877

温故知新 北海道大学

挑戦の
140年

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

大学文書館 だいがくぶんしょかん

H I S T ORY

クラークと雇用契約

クラークほか 3 名の
外国人教師が来日

クラークらが東京英語
学校等で入学試験実施

東京からの入学生11名
がクラークらと共に札幌
到着

札幌学校生徒に対し
入学試験実施

札幌農学校開校、第一
期生24名入学

授業開始、クラークは
英語・植物学を担当

クラークの提案で農場
を設置

聖書講読の集会を開始

禁酒禁煙の誓約を結ぶ

手稲山雪中登山、
クラークゴケ採集

「イエスを信ずる者の
契約」署名

クラーク離任、第一期
生が島松まで見送る

3 月 3 日

6月29日

7 月 5 日

7月31日

8 月 5 日

8月14日

8月17日

9月13日

11月　　

11月28日

1月30日
　

3 月 5 日

4月16日

1876
―明治9年

1877
―明治10年

Hokkaido  University

1 8 7 6 ‐ 1 8 7 7

1

2

3

4

7

56

8

9

Hokkaido University Archives

10101010

札幌農学校周辺（1879年 附属図書館蔵）

開校式当日の札幌農学校（1876年 附属図書館蔵）

W.S.クラーク（附属図書館蔵）

卒業時の第一期生（1880年 附属図書館蔵）

模範家畜房などの農場施設（1877年 附属図書館蔵）

クラーク離任時の札幌における記念撮影（1876年 附属図書館蔵）

クラークが第一期生に与えた聖書（大学文書館蔵）

クラーク講義「植物生理学」を記録した

佐藤昌介の受講ノート（大学文書館蔵）

安東幾三郎による初のクラーク伝を連載した

校友会誌『蕙林』（大学文書館蔵）

クラーク別離の地、島松に建つ記念碑（1956年 附属図書館蔵）
―杉野目晴貞学長と、クラーク令孫W.S.クラーク２世ご夫妻―

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.
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山
岸
俊
男
名
誉
教
授
に

文
化
功
労
者
表
彰

な
り
ま
す
。
今
年
度
は
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施

と
し
て
、
本
学
か
ら
は
水
産
学
に
関
す

る
科
目
や
ロ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
、

特
色
あ
る
10
の
授
業
科
目
を
提
供
し
、

来
年
度
の
本
格
実
施
以
降
、
授
業
科
目

数
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
部
・
大
学
院
入
学
前
の
留
学
生

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
道
内
の
国
立
大

学
に
入
学
が
許
可
あ
る
い
は
予
定
さ
れ

て
い
る
留
学
生
を
対
象
に
、
集
中
的
に

日
本
語
能
力
、
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
、

異
文
化
対
応
力
強
化
の

た
め
の
教
育
等
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
留

学
生
教
育
に
お
け
る
各

大
学
の
人
的
・
予
算
的

リ
ソ
ー
ス
の
効
率
化
が

図
ら
れ
ま
す
。

　
締
結
式
に
は
、
道
内
初

の
新
た
な
試
み
へ
の
期
待

か
ら
、
多
く
の
報
道
関
係

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

教
育
・
研
究
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
お
し
ょ
ろ
丸
４
世
は
６
月
の
松
前
大

島
・
小
島
へ
の
航
海
を
最
後
に
引
退
し
、

７
月
に
は
お
し
ょ
ろ
丸
５
世
が
岡
山
か

ら
函
館
港
に
到
着
す
る
予
定
で
す
。

　
２
月
28
日
（
金
）、
道
内
７
国
立
大

学
（
北
海
道
大
学
、
北
海
道
教
育
大

学
、
室
蘭
工
業
大
学
、
小
樽
商
科
大

学
、
帯
広
畜
産
大
学
、
旭
川
医
科
大

学
、
北
見
工
業
大
学
）
の
学
長
等
が
出

席
し
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
協
定
締

結
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。「
学
士
課
程

の
教
養
教
育
の
一
部
を
単
位
互
換
に
よ
り

実
施
す
る
た
め
の
協
定
」
及
び
「
道
内

の
国
立
大
学
の
学
部
・
大
学
院
に
入
学

予
定
の
留
学
生
に
対
し
て
、
入
学
前
の

日
本
語
教
育
や
、
正
規
課
程
進
学
後
の

学
修
に
必
要
と
な
る
ス
キ
ル
等
の
教
育

を
実
施
す
る
た
め
の
協
定
」
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
道
内
の
７
国
立
大
学

が
連
携
し
、
一
部
の
教
養
教
育
を
共
同
で

実
施
し
ま
す
。
双
方
向
遠
隔
授
業
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
、

各
大
学
が
提
供
す
る
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
授
業
を
所

属
大
学
で
受
講
で

き
る
よ
う
に

北
海
道
内

７
国
立
大
学
の
協
定
締
結

　
３
月
14
日
（
金
）、

三
井
造
船
株
式
会
社

玉
野
事
業
所
（
岡
山

県
）
に
お
い
て
、
お
し
ょ
ろ
丸

代
船
の
命
名
・
進
水
式
が
挙
行
さ
れ
、

新
船
は
山
口
佳
三
総
長
に
よ
り
「
お

し
ょ
ろ
丸
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
お
し
ょ
ろ
丸
４
世
は
、
昭
和
58
年

に
建
造
さ
れ
、
実
践
的
な
教
育
・
研
究

の
場
と
し
て
31
年
間
に
わ
た
り
、
学
部

学
生
等
の
実
習
や
漁
業
・
海
洋
に
関
す

る
調
査
研
究
等
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

内
閣
府
の
北
方
領
土
自
由
訪
問
事
業

や
、
東
日
本
大
震
災
で
実
習
船
が
被
災

し
た
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
校
の
乗
船

実
習
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
新
船
の
お
し
ょ
ろ
丸
５
世
は
、
船
体
動

揺
を
低
減
す
る
「
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ

ザ
ー
」
を
搭
載
し
、
荒
天
時
で
も
海
洋
観

測
を
継
続
で
き
ま
す
。
研
究
室
や
学
生
実

習
室
も
拡
充
さ
れ
、
よ
り
高
度
で
多
様
な

水
産
学
部
附
属
練
習
船

「
お
し
ょ
ろ
丸
」

４
世
か
ら
５
世
へ
！

北海道大学大学院文学研究科教
授、社会科学実験研究センター長
の後、2011年３月定年退職し、同年
４月に北海道大学名誉教授。玉川
大学脳科学研究所教授を経て、現
在、東京大学大学院総合文化研究
所特任教授。
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マ
の
解
決
法
と
し
て
従
来
考
え
ら
れ
て

い
た
罰
の
使
用
に
は
様
々
な
問
題
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

信
頼
の
研
究
で
は
、
経
済
学
と
心

理
学
に
分
断
さ
れ
て
い
た
信
頼
研
究
の

２
つ
の
流
れ
を
統
合
し
、「
人
は
な
ぜ

他
者
一
般
を
信
頼
す
る
の
か
」
と
い
う

問
い
へ
の
解
答
を
与
え
ま
し
た
。
提
唱

し
た
「
信
頼
の
解
放
理
論
」
は
学
際

的
な
業
績
で
あ
り
、
社
会
心
理
学
の
み

な
ら
ず
、
社
会
学
、
経
済
学
、
政
治

学
、
人
類
学
等
、
学
問
領
域
を
超
え

て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

山
岸
俊
男
名
誉
教
授
が
、
平
成
25
年

度
の
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

文
化
功
労
者
は
、
日
本
に
お
い
て
、

文
化
の
向
上
や
発
達
に
関
し
て
、
特
に

功
績
顕
著
な
方
が
選
ば
れ
、
文
化
勲

章
に
次
ぐ
栄
誉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
岸
先
生
は
、
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
や

信
頼
の
研
究
で
、
社
会
心
理
学
の
枠
組

み
を
超
え
て
先
端
的
な
知
見
を
取
り
入

れ
、
国
際
的
・
学
際
的
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

社
会
的
ジ
レ
ン
マ
と
は
、
集
団
の
各

メ
ン
バ
ー
が
自
分
に
と
っ
て
利
益
の
大
き

い
行
動
を
採
用
す
る
と
、
集
団
全
体
と

し
て
は
利
益
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う

状
況
を
指
し
、
秩
序
問
題
の
根
底
に

横
た
わ
る
構
造
で
す
。
特
筆
す
べ
き
貢

献
と
し
て
、
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
状
況
で

の
人
々
の
意
思
決
定
に
は
「
他
者
は
集

団
に
対
し
て
協
力
す
る
だ
ろ
う
と
い
う

期
待
」
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
ま
た
ジ
レ
ン

山岸先生を囲んだ「お祝いする会」

協定書を手にする学長等

函館港を出港する
「おしょろ丸４世」

操舵スタンド

約1,600トン

約78.3メートル

約12.5ノット

99名（うち学生60名）

■おしょろ丸５世 主要目

総 ト ン 数

全 長

航 海 速 力

最大搭載人員

トピックス
動 き 続 け る 北 大 の 最 新 情 報
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も
う
ひ
と
つ
の
植
物
園
。
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エ
ル
ム
の
森

ポ
プ
ラ
並
木

旧
昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室

農
学
部

中
央
ロ

ン

ａｂｃｄｅ
・・・・・

　
キ

ン
パ
ス
に
新
た
な
緑
が
芽
吹
き

始
め
る
春
。
広
報
誌
『
リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
』

も
、
今
号
よ
り
リ
ニ

ア
ル
し
ま
し
た
。

　
１
年
を
か
け
、
大
学
の
広
報
誌
と
し

て
あ
る
べ
き
姿
を
議
論
し
、
企
画
編
集

チ

ム
一
同
、
内
容
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
大
学
の
今
を
伝
え
る
ほ
か
、

将
来
を
見
据
え
た
大
学
の
新
た
な
取

り
組
み
、
大
学
と
国
内
外
の
社
会
と
の

連
携
、
そ
し
て
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
活

躍
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
の
広
く
美
し
い
キ
ン
パ

ス
の
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
は
懐
か
し
く
学
生

時
代
を
思
い
出
し
、
北
大
を
訪
れ
た
こ

と
の
な
い
読
者
の
皆
様
に
は
、
緑
に
囲
ま

れ
た
歴
史
の
趣
あ
る
教
育
研
究
環
境
を

知
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
春
と
秋
、
年
２
回
の
発
行
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
新
生
リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
を
ご
愛

顧
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。正門 北13条門
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